
一般選抜における調査書を利用した主体性評価の観点

本学では、高等学校等から提出される調査書や志願者本人が記載する資料を用いて学力の
３要素のうち主として「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（以下、主体性）」
を評価します。
具体的には、面接を実施する選抜（教育学部、医学部及び地域資源創成学部後期日程）に

おいては出願書類を面接の参考資料として主体性を評価します。面接を実施しない選抜（工
学部、農学部及び地域資源創成学部前期日程）においては調査書を点数化し（主体性評価）、
大学入学共通テストの得点及び個別学力検査の得点と併せて合否判定します。
各学部における主体性評価の方針は次のとおりです。

①工学部
本学部では、「主体性」は学校等での日常的な学びにあると考え、調査書の「３．各教科
の学習成績の状況」を利用して、前期日程では１０点満点、後期日程では５点満点で評価
します。

②農学部
本学部では「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を、アドミッション・ポ

リシーの「１．求める学生像」のうち、「主体性」「協働性」「学問への関心」（以下主体性
等）に関連する素養であると考えています。このことを踏まえて、各学科で定めた評価基
準に基づき、調査書の記述（※注１）から主体性等を評価し、前期日程、後期日程共に５
点（獣医学科）あるいは１０点（獣医学科を除く５学科）を加点します。
なお、本学部のアドミッション・ポリシーは令和３年度入学者選抜から新しくなりまし

た。
※注１：調査書の「６.特別活動の記録」及び「７.指導上参考となる諸事項」の２つの
項目に重きを置いて、学校内あるいは学校外で取り組んできた活動等について評価しま
す。本学部では、それぞれの項目から（ ）内に記載した素養や経験を読み取れると考
えています。
６．特別活動の記録（主として協働性）
７．指導上参考となる諸事項
(１) 学習における特徴等（主体性・学問への関心）
(２) 行動の特徴、特技等（主体性・協働性）
(３) 部活動、ボランティア活動、留学・海外経験等（主体性・協働性）
(４) 取得資格、検定等（主体性・学問への関心）
(５) 表彰・顕彰等の記録（主として主体性）
(６) その他
なお、「５．総合的な学習の時間の内容・評価」及び「８．備考」の記述については、

主体性等の素養や経験とみなせるものを加点対象とすることがあります。
また、文章の量は評価に関係ありません。

③地域資源創成学部（前期日程）
前期日程では、調査書等を３０点満点で評価します。アドミッション・ポリシーに基づ

き、調査書等の記述を総合的に評価します。なお、旧調査書を提出する既卒者や調査書を
提出できない者についても同等の評価方法とする方針ですが、実情に合わせた措置により
不利にならないように配慮します。
【出身高等学校長の皆様へ】
調査書では、「７．指導上参考となる諸事項」に重きを置いて評価しますので、「調査書

記入上の注意事項等について」をご確認の上、記入してください。

旧調査書を提出する既卒者や調査書を提出できない者についても同等の観点とする方針です
が、実情に合わせた措置により不利にならないよう配慮します。
また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、長期に渡る臨時休業の実施や部活動等の
諸活動が大幅に制限されたことにより入学志願者が不利益を被ることのないよう配慮します。


